






























平成 21年 32.8%、平成 22年 25.2%であり、一時期より
は減少傾向にあるものの、全般的に治安が悪化している
と認識している人が多い状態は 2010 年においても継続





















































































りうる。例えば社会的排斥に関する研究 (e.g., Leary, 
Kowalski, Smith, & Philips, 2003; Leary, Twenge, 









































































全項目の項目平均による犯罪不安得点( M = 2.70, SD 





答を求め、合計点を孤独感得点とした( M = 39.11, SD = 
9.32,  = .92)。 
ソーシャル・サポート尺度 個人的受容感の指標として、
嶋(1991)によるソーシャル・サポート・マトリックス尺度




















項目平均を、対人葛藤得点( M = 1.68, SD = 0.56,  
= .80)、対人過失得点( M = 1.97, SD = 0.54,  = .81)、






心得点とした( M = 34.10, SD = 6.84,  = .86)。 









信頼得点( M = 21.45, SD = 4.75,  = .85)、用心得点




年齢と性別 回答者の年代(20 代以下 101 名、30 代
105名、40代 103名、50代 105名、60代 103名)と性
別を独立変数、各尺度得点を従属変数とした 2要因分散
分析を実施した。その結果、犯罪不安に対しては性別の
主効果が有意であり( F (1, 499) = 27.01, p < .001)、男





あり( F (4, 504) = 7.95, p < .001)、20代( M = 2.15)と 30
代( M = 2.09)は、40代( M = 1.90)、50代( M = 1.90)、
60代( M = 1.80)よりも高かった。対人摩耗は、男性( M 
= 2.34)より女性( M = 2.53)の方が高いという性別の主効
果( F (1, 503) = 13.46, p < .001)、および 20代( M = 
2.57)、30代( M = 2.50)、40代( M = 2.51)は60代( M = 
2.25)に比べて高いという年代の主効果( F (4, 503) = 
4.87, p < .01)が有意であった。ちなみに年齢と対人スト
レッサーの相関係数は、対人葛藤が r = - .05(ns)、対人
過失が r = - .24(p < .001)、対人摩耗が r = - .19(p  
< .001)であった。したがって、対人葛藤に年代差はない
が、対人過失と対人摩耗は年齢と負の相関を有しており、
特に対人過失は 30 代まで、対人摩耗は 40 代までの年
代が、それ以降の年代よりも相対的に経験しやすいこと
が示された(Figure 1)。 
孤独感は性別の主効果( F (1, 489) = 2.79, p = .098: 
男性 M = 39.79 > 女性 M = 38.46)と年代の主効果( F 
(4, 489) = 2.14, p = .074: 60代 M = 36.82 < 50代 M 
= 40.22)が有意傾向であったが、交互作用は有意でなか
った。ソーシャル・サポートは年代の主効果のみ有意で
あり( F (4, 505) = 3.96, p < .01)、20代( M = 45.23)に比
べて 50代( M = 40.69)は有意に低く(p < .01)、50代と 
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Figure 1 年代による対人ストレッサー経験頻度 
 
60代( M = 43.76)の差も有意傾向(p = .071)であった。
すなわち、50 代は相対的にサポートが少なく、孤独感が
高い年代と言えよう。 
自尊心は、男性( M = 35.09)より女性( M = 33.17)の
方が低いという性別の主効果( F (1, 506) = 11.30, p 
< .01)、および 20代( M = 31.61)と 30代( M = 32.02)は、
50代( M = 35.20)と 60代( M = 37.58)に比べて低いと
いう年代の主効果( F (4, 506) = 14.59, p < .001)が有意




したOrth, Trzesniewski, & Robins (2010) の知見に
合致する。また、年代差に関しては、中学生から 60 代ま





一般的信頼も年代の主効果のみが有意であり( F (4, 
505) = 6.57, p < .001)、20代( M = 20.37)、30代( M = 
20.51)に比べて 50代( M = 22.23)、60代( M = 23.08)
は有意に高得点であり、40代( M = 21.07)と60代の差も
有意であった。ちなみに年齢と一般的信頼の相関は r 
= .22(p < .001)であった。用心についても年代の主効果
のみが有意であり( F (4, 506) = 2.90, p < .05)、30代( M 
= 22.83)、40代( M = 23.00)に比べて60代( M = 21.35)
は有意に低得点であった。年齢と用心の相関は r = 






一般的信頼のみ、都市部( M = 21.94)が地方部( M =  
 
Figure 2 年代による孤独感、サポート、自尊心 
 
21.06)より有意に高かった( t (513) = 2.09, p < .05)。 
配偶者有無 別居者と欠損値を除外した上で、配偶者
有群(同居群353名)と、無群(独身群 120名と離別・死別






は、配偶者の主効果が有意であり( F (1, 466) = 5.32, p 
< .05)、配偶者有群( M = 38.49)に比べて無群( M = 
40.78)は孤独感が高かった。自尊心も配偶者の主効果
が有意であり( F (1, 481) = 13.98, p < .001)、配偶者無
群( M = 31.54)に比べて有群( M = 35.25)は自尊心が高
かった。ソーシャル・サポートについては、無群( M = 
42.27)より有群( M = 43.53)の方が高いという配偶者の
主効果( F (1, 480) = 8.61, p < .01)に加えて、配偶者と
性別の交互作用も有意傾向であり( F (1, 480) = 3.64, p 
= .06)、配偶者無群男性( M = 39.42)は、有群男性( M = 
44.45)、無群女性( M = 43.14)、有群女性( M = 44.21)よ
りもサポートが少なかった。一般的信頼は、配偶者無群
( M = 20.21)より有群( M = 21.93)の方が高いという配偶
者の主効果( F (1, 480) = 6.04, p < .05)が有意であった。
用心も同様に、配偶者無群( M = 22.83)より有群( M = 
21.99)の方が低いという配偶者の主効果( F (1, 481) = 
7.80, p < .001)が示され、加えて 3要因交互作用が有意
であった( F (4, 481) = 3.48, p < .01)。そこで各年代での
単純効果を検討したところ、30 代と 40 代ではいずれの
効果も示されなかったが、20代では配偶者有群男性( M 
= 24.29)と無群女性( M = 23.96)が、無群男性( M = 
21.32)と有群女性( M = 21.27)に比べて高得点という交
互作用が有意であり( F (1, 96) = 8.32, p < .01)、50代で
は配偶者の主効果が有意であり( F (1, 98) = 4.81, p 
< .05: 配偶者無群 M = 24.07 > 有群 M = 21.38)、60
代では性別の主効果( F (1, 93) = 4.62, p < .05: 男性 
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M = 21.72 > 女性 M = 20.82)、配偶者の主効果( F (1, 
93) = 4.37, p < .05: 配偶者無群 M = 22.83 > 有群 M 
= 21.04)に加えて交互作用も有意傾向であり( F (1, 93) 
= 3.21, p = .08)、配偶者無群男性( M = 27.67)は、その
他の群(有群男性 M = 21.32、無群女性 M = 21.22、有















年代の交互作用( F (4, 494) = 2.41, p < .05)が有意であ
り、子ども無群は 20代から 30代では子ども有群よりも対
人過失頻度が多く、40 代と 60 代では逆に少なかった
(Figure 3)。対人摩耗では、子ども無群( M = 2.38)より有
群( M = 2.48)の対人摩耗頻度が高いという子ども有無の
主効果が有意傾向であった( F (1, 493) = 2.92, p = .09)。
自尊心に対しては、子ども無群(男性 M = 34.47、女性 
M = 33.71)よりも子ども有群(男性 M = 36.09、女性 M 
= 33.16)において自尊心の性差が著しくなるという子ども
有無と性別の交互作用( F (1, 496) = 2.96, p = .09)、お
よび子ども有群は子ども無群よりも 20代で自尊心が相対
的に高いという子ども有無と年代の交互作用( F (4, 496) 










を算出したところ、犯罪不安(r = - .15, p < .01)、用心(r = 
- .11, p < .05)が有意な負の相関を示し、サポート(r = .09, 




Figure 3 年代と子ども有無による対人過失頻度 
 
下で年齢と年収の相関は r = .16 (p < .01) と有意であっ
たので、50 代以下を対象として、年齢を制御変数とした
年収と各変数の偏相関係数を算出したところ、やはり犯
罪不安(r = - .14, p < .01)、用心(r = - .14, p < .01)が有
意な負の相関を示し、サポート(r = .12, p < .05)、自尊心
(r = .14, p < .01)、一般的信頼(r = .11, p < .05)が有意な
正の相関を示した。さらに孤独感も有意な負の偏相関を
示したが(r = - .11, p < .05)、対人ストレッサーはやはり関
連を示さなかった。したがって、年収と各尺度の関連は、
年齢による疑似相関ではないと考えられる。 
さらに、年収 500 万円未満(179 名)、500 万以上 800





(2, 476) = 4.87, p < .01)、高群( M = 2.42)は中群( M = 
2.77)、低群( M = 2.86)よりも有意に低得点であった。こ
の結果は、高所得層よりも中低所得層の方が犯罪不安を
強く感じていることを示している。孤独感では性別と SES
の交互作用が有意であり( F (2, 466) = 3.06, p < .05)、
SES低群(男性M = 40.90、女性 M = 38.86)と高群(男
性 M = 37.61、女性 M = 38.97)では性差がないが、中
群では男性( M = 40.66)の方が女性( M = 37.62)よりも
有意に孤独感が高かった。対人ストレッサーでは、有意
な効果は示されなかった。自尊心では SES の主効果が
有意であり( F (2, 483) = 5.96, p < .01)、高群( M = 
35.41)と中群( M = 34.38)より低群( M = 32.77)は自尊心
が低かった。一般的信頼でも SES の主効果が有意であ
り( F (2, 482) = 4.53, p < .05)、高群( M = 22.39)は中群
( M = 21.15)、低群( M = 20.97)より有意に高得点であっ
た。用心でも高群( M = 21.29)より中群( M = 22.54)、低
群( M = 22.70)が高得点というSESの主効果が有意であ























ト(r = .02)、同じく排斥指標である孤独感(r = .00)はいず
れも有意な関連を示さなかった。また、全般的人間観に








(r = .14, p < .01)、そして潜在的な受容変数として想定さ
















の関連が強くなり(r = .23, p < .001)、さらに用心も正の有
意傾向を示した(r = .11, p < .10)。女性では、自尊心の






示し(r = - .18, p < .01)、自尊心も有意な負の相関を示し















いった。その結果、最終的に性別( = .23, p < .001)、年
収( = - .14, p < .01)、対人摩耗( = .10, p < .05)の主
効果に加えて、性別と対人摩耗の交互作用( = - .13, p 
< .01)、そして性別と自尊心の交互作用( = - .08, p 
= .09)を投入したモデルが、いずれの説明変数も有意と
なった(R2 = .10, p < .001)。さらに、交互作用効果を個別
に検討した。まず性別と対人摩耗およびその交互作用項
による重回帰分析では、性別の主効果( = .22, p 
< .001)と対人摩耗の主効果( = .44, p < .01)に加えて





あり( = .21, p < .001)、自尊心の主効果( = - .03, ns) 




サポート .02 -.67 ***
対人摩耗 .14 ** .19 *** -.05
自尊心 -.13 ** -.52 *** .36 *** -.35 ***
一般的信頼 -.04 -.38 *** .22 *** -.21 *** .36 ***
用心 .07 .18 *** -.05 .16 *** -.18 *** -.41 ***
N =492～515
**p <.01 ***p <.001
信頼犯罪不安 孤独感 サポート 対人摩耗 自尊心
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いた分析(R2 = .05, p < .01)で、対人摩耗の主効果
( = .24, p < .001)に加えて交互作用が有意傾向であり
( = .12, p = .07)、一般的信頼が高く、かつ対人摩耗が
多い場合に、相対的に犯罪不安が高いことが示された
(Figure 5)。同様に、男性における対人摩耗と用心を用
いた分析(R2 = .08, p < .001)でも、対人摩耗の主効果
( = .25, p < .001)に加えて交互作用が有意であり( = 
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Relationship between personal relationships and fear of crime 
 
Takeshi HASHIMOTO (Faculty of Humanities and Social Sciences, Shizuoka University) 
 
The purpose of this study is to examine effects of positive and negative aspects of personal relationships (social 
support, loneliness, and interpersonal stress) and general interpersonal attitude (general trust and caution) on fear 
of crime. Five hundred and seventeen Japanese adults (250 males, 267 females) completed the questionnaire. Fe-
males showed higher fear of crime than males. Socio-economic status correlated with fear of crime negatively, and 
this correlation is more explicit among females than males. Only for males, interpersonal friction (a subscale of 
interpersonal stressor) correlated positively with fear of crime, but not for females. Additionally, only for males, 
positive correlation between interpersonal friction and fear of crime was amplified significantly by higher general 
trust. Furthermore, people who are older, higher socio-economic status, and have spouse and children, indicated 
higher social support, self-esteem, and general trust, and lower caution and loneliness. Some interpersonal stressor 
subscales (interpersonal blunder and interpersonal friction) showed negative correlation with age. 
 
Keywords: fear of crime, general trust, interpersonal stress, social support, loneliness.
 
